
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

給
付
対
象
が
新
型
コ
ロ
ナ
で
拡
大 

[

１
日
あ
た
り
の
給
付
額]

 
 

 

１
口 

１
，
０
０
０
円 

 

２
口 

２
，
０
０
０
円 

 [

必
要
書
類]

 

・
勤
務
表 

・
医
師
の
診
断
書
も
し
く
は
保

健
所
の
指
示
書
等 

地
震
で
熊
本
駅
新
幹
線
口
の
ガ
ラ
ス
も
被
害 

 

わ
が
国
全
体
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
広

が
る
中
、
Ｊ
Ｒ
九
州
は
５
月
１

日
か
ら
一
部
社
員
の
休
業
に
踏

み
切
り
ま
し
た
。
休
業
の
実
施

は
１
９
８
７
年
の
会
社
発
足

後
、
初
め
て
の
こ
と
で
す
。 

 

今
回
の
休
業
は
、
政
府
や
自

治
体
に
よ
る
休
業
要
請
や
外
出

自
粛
の
呼
び
か
け
で
お
客
様
が

大
幅
に
減
少
し
、
新
幹
線
・
在

来
線
と
も
に
多
く
の
列
車
が
運

休
す
る
と
い
う
「
業
務
量
の
減

少
そ
の
他
経
営
上
の
都
合
」（
労

働
条
件
に
関
す
る
基
本
協
約
第

１
８
５
条
）
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

加
え
て
、
会
社
は
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
お
よ

び
感
染
拡
大
を
防
ぎ
、
社
員
及

び
生
活
を
共
に
す
る
方
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
」
と
し
、
安

全
・
安
定
輸
送
の
確
保
と
お
客

様
対
応
に
必
要
な
社
員
、
企

画
・
計
画
部
門
で
事
業
の
継
続 

本
部
第
29
回
定
期
大
会 

代
議
員
選
挙
公
示 

 

代
議
員
定
数 

 

熊
本
地
本 

11
名 

立
候
補
締
切 

 

５
月
22
日(

金)

17
時 

不
在
者
投
票 

 

５
月
27
日(

水)

９
時
か
ら 

 
 
 

29
日(

金)

18
時
ま
で 

投
票
日 

 

６
月
１
日(

月)
 

 
 
 

９
時
か
ら
18
時
ま
で 

開
票
日 

 

６
月
２
日(

火)
 

中
央
選
管
報
告 

 

６
月
８
日(

月)
 

選
挙
権
・
被
選
挙
権 

 

２
０
２
０
年
４
月
ま
で
の
組

合
費
納
入
組
合
員 

に
必
要
最
低
限
な
出
社
に
と
ど

め
、
休
業
を
指
定
し
て
い
ま
す
。 

 

本
部
は
、
有
給
休
暇
に
準
じ

た
取
り
扱
い
で
基
本
給
な
ど
の

賃
金
減
額
が
な
い
こ
と
、
期
末

手
当
（
ボ
ー
ナ
ス
）
の
期
間
率

等
も
欠
勤
期
間
に
扱
わ
な
い
こ

と
な
ど
、
組
合
員
に
対
し
て
不

利
益
と
な
ら
な
い
よ
う
確
認
し

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
一
日
も
早
い
収
束
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
熊

本
地
本
は
組
合
員
の
雇
用
確
保

を
大
前
提
と
し
て
、
迅
速
な
対

応
と
情
報
提
供
に
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
予
防
し
よ
う
！ 
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
罹
患
や
疑
い
等
で
出
勤
を

制
限
さ
れ
、
賃
金
を
減
額
さ
れ

た
場
合
は
Ｊ
Ｒ
私
傷
病
共
済
の

給
付
対
象
と
な
り
ま
し
た
。 

 [

給
付
対
象
の
一
例]

 

・
罹
患
し
て
休
業
し
た 

・
罹
患
の
疑
い
で
休
業
し
た 

・
濃
厚
接
触
者
と
判
断
さ
れ
て

保
健
所
の
指
示
で
休
業
し
た 

Ｊ
Ｒ
私
傷
病
共
済 

 皆さんは「エッセンシャル・ワーカー」という言葉

をご存知でしょうか？新型コロナウイルス感染症の

拡大による働き方の変化でテレワークや在宅勤務な

ども増加していますが、感染リスクと隣り合わせで社

会生活維持に欠かせない仕事に従事する人のことを

指します。 

 医師や看護師をはじめ、公務員、保育士、小売業の

店員などがこれに該当するそうですが、公共交通機関 
 

社会支える「エッセンシャル・ワーカー」 
 

の従事者もあてはまります。交通運輸産業の職場では

急病のお客様や酔客の対応などもあり、「３密」状態

になることも避けられません。 

 現在、政府や自治体による外出自粛要請等もあっ

て、ＪＲ九州を利用いただくお客様も大きく減少して

います。しかし、鉄道は人々の生活を支え、安全・安

心を提供するために欠かせないものです。 

 今しばらく厳しい状況が続くかも知れませんが、ま

ずは健康管理と安全第一で無事乗り切りましょう！ 


